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つくばみらい市第１回廃棄物減量等推進審議会 会議録 

 

１. 開催日時 令和 8年 7月 17 日（金） 

  午前 10時 00 分から午前 11時 00 分 

 

２. 開催場所 つくばみらい市役所 谷和原庁舎 2 階会議室 

 

３. 出席委員 多島 良 仲田 弘美 酒井 義男 岡田 博幸 海老原 貞夫 

  中山 雅史 滝本 博美 齊藤 浩一 下村 清人 山野井 周一 

  持丸 美鈴 大河 美由紀 斎藤 元司 

 

４. 欠席委員 倉持 光司 根岸 靜江 

 

５. 出席職員 副市長 海老原 淳 

生活環境課 

  課 長 大澤 幸一 

  室 長 神長 享也 

  係 長 村田 晃良 

  主 事 村田 直也 

 

６. 傍聴人 0 名 

 

７. 議事内容 

 午前 10時 00 分開会 

  

事務局 ただいまから、令和 8年度つくばみらい市第 1回廃棄物減量等推進

審議会を開催します。はじめに委嘱状交付を行います。 

  

事務局 【委嘱状交付】 

  

事務局 【副市長あいさつ】 

  

出席者全員 【委員自己紹介】 

  

出席者全員 【会長・副会長の選出】 
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会長 【会長あいさつ】 

  

副会長 【副会長あいさつ】 

  

 【諮問書 交付】 

  

事務局 協議に入りたいと思います。進行は会長にお願いいたします。 

  

会長 それでは、協議事項１、一般廃棄物処理基本計画の策定スケジュー

ルについて、事務局より資料のご説明をお願いします。 

  

事務局 【スケジュールについての説明】 

  

会長 目標値策定における現状分析の協議は行う予定であるか。 

  

事務局 今後の審議会内で報告を行う予定です。 

  

会長 次に協議事項２の市民及び事業者アンケート案についてご説明をお

願いします。 

  

事務局 【アンケートについての説明】 

  

会長 【アンケートについての質疑を諮る】 

  

A 委員 市民アンケート内 Q10 の⑤における文章が不明瞭。 

 Q8 と Q9 の順番を変更した方が良い。 

  

会長 趣旨が分かりにくければ質問項目を削除しても良いと考える。 

  

事務局 Q10 については、わかりやすい文章に修正します。 

 Q8 と Q9 の順についてはそのままにします。 

  

B 委員 市民アンケート内 Q9について、30L という表記は誤解を招く。 

 資源ごみと記載されている部分は資源物と表記した方が良い。 

 資源物のごみ袋サイズは大サイズという表現に変更した方が良い。 
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事務局 30L 程度という表現に修正を行います。資源ごみと表記されている

箇所は資源物と修正を行います。 

 資源物の袋は 45L 程度と表記を行います。 

  

会長 スーパーマーケット等で回収する家庭も存在するため、資源物をほ

とんど出さないという選択肢を追加しても良いと考える。 

  

事務局 追加したいと思います。 

  

副会長 アンケート対象人数及び事業所数について伺う。 

 Q12、Q13 の回答を事業者アンケートでも市民アンケート同様に複数

選択可能という回答方式にした方が良いと考える。 

  

事務局 市民は 3,000 人、事業者は 200 社を対象としています。 

 Q12、Q13 の事業者の選択肢については、市民アンケートを同様に 

 修正したと思います。 

  

会長 アンケート対象が地区ごとに世帯数の割合などが均等になるように

実施しているのか。 

  

事務局 地区に関しては無作為に抽出しています。 

 世代に関してはある程度人数を確保できるように抽出しています。 

  

C 委員 事業者アンケートの送付先は本社か店舗かを伺う。 

 店舗に送付する場合は取り組み内容が分かるが、本社では取り組み

を把握していない可能性がある。 

  

事務局 市内住所の事業所を対象とするため、市内の店舗に送付します。 

  

会長 今回のアンケートで特に知りたいことや、具体的に知りたい内容な

どはあるか。 

  

事務局 市民・事業者が廃棄物の排出についてどのような意識や傾向が存在

するのかを把握することが目的です。強いて挙げるとするなら、ご

みの減量について知りたいと考えています。 
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会長 意識や傾向を把握するのであれば、自由欄などで市民が感じている

課題などを記載してもらえるアンケートを作成した方が良い。 

 80 代以上の項目が存在しないが、対象としていないのか。 

 市民アンケート内 Q12 において、その他の項目を追加した方が良い

と考える。加えて、分岐せず全員次の設問に進ませ、不満はないと

いう選択肢を追加した方が良いと考える。 

  

事務局 市民アンケートについては 10代～70代の市民を抽出しています。 

 市民アンケート内 Q12 については、検討します。 

  

会長 アンケートに関して後ほど意見が出てきた場合は、事務局に意見を

出すことは可能か。 

  

事務局 アンケートの期間を考慮し、今日中に提出していただきたいです。 

  

D 委員 市民アンケートは個人か世帯主のどちらに送付されるか。 

  

事務局 個人に送付されます。 

  

E 委員 年齢についても一応、80代という項目を追加するべきだと考える。 

  

事務局 アンケート抽出が 70代までになっているため 80代の方にはアンケ

ートが届かないようになっています。 

  

会長 個人か世帯かという部分は整理するべき。個人では実施していない

が、世帯として実施している場合はごみに関する家事を行っている

人に回答してもらう方が良いと考える。 

  

事務局 イメージ的には個人宛だったため、その個人がどのような意識なの

かを確認するアンケートになると考えております。 

  

会長 個人よりも家族や世帯で答えた方が答えやすく、実際の状況も理解

できると考えるため、依頼文の中で個人に縛らない方が良いと考え

る。 

  

事務局 今回、依頼文では回答者を縛っていませんが、依頼文の中に「世帯
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もしくは個人のどちらでも良い」という内容を検討します。 

  

会長 他に質疑・意見が無いようですので、以上で協議を終了します。進

行は事務局にお返しします。 

  

事務局 一点連絡として、次回の第 2回審議会を 9月下旬に実施します。改

めてご連絡差し上げます。 

 以上をもちまして、令和 8年度つくばみらい市第 1回廃棄物減量等

推進審議会を閉会いたします。 

  

 午前 11時閉会 

 


